
（単位：円）

直接経費 間接経費

新規 1 基盤研究（Ａ） 加島　勝 その他部局・特遇教授 「聖なる容れ物」として見る容器・仏像・舎利塔地宮の研究―汎アジアの信仰を俯瞰して 1,500,000 810,000 2026～2029

小計 1,500,000 810,000

（単位：円）

直接経費 間接経費

1 基盤研究(B) 高瀬 顕功 地域創生学部・准教授 ポストコロナの葬送儀礼の変容とその影響に関する実証的研究 800,000 360,000 2025～2029

2 基盤研究(B) 稲田 尚子 臨床心理学部・准教授 AIを活用した強度行動障害の模擬相談者アバターとの機能的アセスメント訓練基盤の創出 3,300,000 990,000 2025～2028

3 基盤研究(C) 伊藤 淑子 文学部・教授 19世紀アメリカにおける権利をめぐる文学的言説の接合の試み 200,000 60,000 2022～2026

4 基盤研究(C) 長谷川 智子 人間学部・教授 保育所と家庭の効果的な連携プログラムの開発：生活リズム・食・親子関係を媒介として 650,000 195,000 2022～2026

5 基盤研究(C) 伏木 香織 文学部・教授 東南アジアの宗教的儀礼、祭祀芸能とコミュニティ・ネットワークに関する人類学的研究 700,000 210,000 2023～2027

6 基盤研究(C) 澤口 恵一 人間学部・教授 クラフトビール産業の創出過程と醸造家の技能形成に関する社会学的研究 500,000 150,000 2023～2026

7 基盤研究(C) 内田 雄 人間学部・准教授 カーネル密度推定を用いた子どもの重心動揺評価法の検討 800,000 240,000 2023～2026

8 基盤研究(C) 福島 真司 地域創生学部・教授 GDPRの影響下における大学IRによる個人データの倫理的活用に関する基礎的研究 250,000 75,000 2023～2026

9 基盤研究(C) 三浦 周 仏教学部・非常勤講師 〈皇道仏教〉に関する基礎的研究ー思想善導・教化、布教・伝道ー 300,000 90,000 2024～2027

10 基盤研究(C) 廣木 尚 文学部・専任講師 大正期における歴史学の転形と「郷土史研究」の成立 400,000 120,000 2024～2026

11 基盤研究(C) 木村 豊 人間学部・准教授 GHQ関係資料を用いた占領期日本の社会的風景に関するビジュアルエリシテーション 200,000 90,000 2024～2026

12 基盤研究(C) 井澗 知美 臨床心理学部・教授 社会性の発達に困難を抱える幼児への地域支援～保育士介在型JASPERの効果検証～ 990,000 327,000 2024～2026

13 基盤研究(C) 石川 亮太郎 臨床心理学部・准教授 身体集中反復行動に対するアプリを用いたセルフヘルプ行動療法の有効性の検証 400,000 120,000 2024～2028

14 基盤研究(C) 阿部 拓真 地域創生学部・助教 アスリート・キャリア政策におけるネットワークガバナンスの検証 600,000 180,000 2024～2026

15 基盤研究(C) 古田 正幸 文学部・教授 大正大学附属図書館蔵本を中心とした室町時代『源氏物語』本文の研究 800,000 240,000 2025～2029

16 基盤研究(C) 冨井 眞 文学部・教授 高精細な胎土分析を用いた中世の地産地消型窯業製品の在地的流通状況の解明 500,000 150,000 2025～2027

17 基盤研究(C) 青木 聡 臨床心理学部・教授 離婚後の円滑な親子交流に向けた別居親サポートグループのプログラム開発 600,000 180,000 2025～2028

18 基盤研究(C) 稲井 達也 その他部局等・教授 大正期・昭和初期の読書指導史に関する研究 1,500,000 450,000 2025～2027

19 基盤研究(C) 井上 雅裕 情報科学部・教授 マイクロクレデンシャルの国際流通のための構造開発と評価：教育制度と情報技術の連携 750,000 225,000 2025～2027

20 基盤研究(C) 岡山 朋子 地域創生学部・教授 災害最初動期の避難所におけるトイレパニックの未然防止 1,300,000 390,000 2025～2027

21 基盤研究(C) 鵜川 晃 地域創生学部・教授 メンタルヘルスに関する難民・避難民のリテラシー向上を目的とした教育プログラム開発 1,620,000 570,000 2025～2027

22 若手研究 大橋 重子 地域創生学部・准教授 個人と組織の心理的距離の探求　－個人の能動的な行動が組織に与える影響について－ 200,000 60,000 2022～2026

23 若手研究 田路 翼 その他部局等・招聘教授 花形質の同所的な二型を維持する機構の解明 600,000 180,000 2023～2026

24 若手研究 齋藤 大輔 情報科学部・准教授 若年層を対象としたAI利活用教育の評価手法の構築に関する研究 1,000,000 300,000 2024～2026

25 研究活動スタート支援 長谷川 雄史 情報科学部・教授 自動運転ドローンによる3次元復元作業を自動化するフィジカルAIの開発 1,000,000 300,000 2025～2026

26 研究活動スタート支援 野々部 利生 仏教学部・専任講師 空海偽書文献の視座よりみた頼瑜教学の探求－加持身説法の成立背景を中心として― 100,000 30,000 2025～2026

27 国際共同研究(共同研究) 石川 亮太郎 臨床心理学部・准教授 身体集中反復行動に対するアプリ支援型認知行動療法の有効性の検証 9,900,000 2,970,000 2025～2027

28 特別研究員奨励費 近藤 修正 大学院仏教学研究科・特別研究員(DC2) 近世・近代移行期日本における仏教思想の「継承」と「変容」―福田行誡を中心に― 500,000 0 2025～2026

1 挑戦的研究(萌芽) 渡辺　麻里子 文学部・教授 AI-OCRソフトの活用による中世仏教資料の文字表記体系と字形に関する分析と解明 2,500,000 750,000 2026～2028

2 基盤研究(B) 渡辺　麻里子 文学部・教授 園城寺所蔵聖教の総合的調査による中世天台談義書を生成するネットワークの解明 2,100,000 720,000 2026～2029

3 基盤研究(C) 大塚　恵俊 仏教学部・非常勤講師 インド密教黎明期における図像を用いた儀礼実践に関する研究 550,000 270,000 2026～2030

4 基盤研究(C) 種村　隆元 仏教学部・教授 インド密教における「自己神格化」の理論と実践 400,000 255,000 2026～2028

5 基盤研究(C) 榎本　淳一 その他部局等・特遇教授 「国風文化」における呉越・北宋文化の影響に関する基礎的研究 600,000 180,000 2026～2028

6 基盤研究(C) 中埜　貴元 情報科学部・教授 文化財を取り巻く過去の河道や土木工事の復元－現在、将来につなげる温故知新の研究 360,000 123,000 2026～2028

7 基盤研究(C) 神山　裕美 人間学部・教授 社会的孤立対策へ人と社会のつながりを高める～フォトボイスによるプログラム開発 800,000 240,000 2026～2028

8 基盤研究(C) 高橋　正弘 地域創生学部・教授 熱帯国の揺籃期にある環境教育実践に生物多様性教育を埋め込むための研究 600,000 180,000 2026～2028

9 基盤研究(C) 井関　龍太 人間学部・准教授 文章における人格的要素の評価を通しての主観的印象の心理学的研究 200,000 60,000 2026～2028

10 基盤研究(C) 新村　秀人 臨床心理学部・教授 外来森田療法の多施設共同ランダム化比較試験 1,300,000 390,000 2026～2028

11 基盤研究(C) 本田　裕子 地域創生学部・教授 野生復帰対象種の普通種化に伴う地域社会の受容：「希少性」から「地域性」へ 900,000 270,000 2026～2028

12 若手研究 岩谷　泰之 文学部・助教 明治期仏教新聞・雑誌における〈小説〉の受容と生成 1,800,000 540,000 2026～2029

13 研究活動スタート支援 小林　惇道 文学部・専任講師 仏教教団における「戦時事業」と組織構造の解明　―日清・日露戦争期での宗派間比較― 700,000 210,000 2026～2027

小計 43,270,000 13,440,000

補助金分＋基金分　合計 44,770,000 14,250,000

交付年度

令和8年度 科学研究費助成事業等 一覧　

1.科学研究費補助金

№ 研究種目 研究代表者 所属・職 研究課題名
交付内定額（令和8年度分）

交付年度

2.学術研究助成基金助成金

№ 研究種目 研究代表者 所属・職

継続

新規

59,020,000

研究課題名
交付内定額（令和8年度分）


